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衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
司
法
修
習
生
へ
の
給
与
制
の
一
年
間
延
長
措
置
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

最
高
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日
内
閣
衆
質
一
七
六
第
二
三
四
号
。
以
下
「
先
の

答
弁
書
」
と
い
う
。
）
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
「
裁
判
所
の
他
の
予
算
」
と
し
て
、
（
組
織
）
裁
判
所
（
項
）
最
高
裁
判
所

（
目
）
修
習
資
金
貸
与
金
か
ら
流
用
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

二
及
び
四
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
「
裁
判
所
法
の
改
正
に
関
す
る
件
」
（
平
成
二
十
二
年

十
一
月
二
十
四
日
衆
議
院
法
務
委
員
会
決
議
。
以
下
「
決
議
」
と
い
う
。
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
司
法
修
習
生
の
修
習
を
終

え
た
個
々
の
者
の
経
済
的
な
状
況
等
を
勘
案
し
た
措
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

法
曹
養
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
及
び
文
部
科
学
省
の
共
催
に
よ
る
「
法
曹
養
成
制
度
に
関
す
る
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
」
（
以
下
「
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
そ
の
問
題
点
・
論
点
の
検
証
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

一



あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
検
討
結
果
及
び
決
議
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
法
曹
養
成
制
度
の
在
り
方
全
体

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ま
い
り
た
い
。

二


